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中
井
賢
一
著
『
物
語
展
開
と
人
物
造
型
の
論
理
ー
源
氏
物
語
〈
ニ

層
〉
構
造
論
ー
』

後

藤

京

著
者
・
中
井
賢
一
氏
は
、
本
書
に
お
い
て
『
源
氏
物
語
』
の
物
語
展
開
と

人
物
造
型
を
管
常
す
る
論
理
に
つ
い
て
考
証
さ
れ
た
。
書
名
が
示
す
よ
う
に
、

氏
の
考
察
の
基
底
に
は
〈
二
層
〉
構
造
論
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
〈
二
陪
〉

構
造
と
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
展
開
を
統
べ
る
法
則
を
表
す
た
め
に
氏
が
定

義
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

こ
の
〈
二
層
〉
構
造
は
、
『
源
氏
物
語
』
に
登
場
す
る
二
人
の
源
氏
ー
光

源
氏
と
夕
霧
ー
の
対
照
的
な
生
き
様
に
喘
想
を
得
た
も
の
で
あ
る
。
前
者
は

「
罪
の
恋
と
栄
華
」
の
権
力
体
制
を
、
後
者
は
「
恋
と
栄
華
」
の
権
力
体
制

を
樹
立
し
た
。
氏
は
、
光
源
氏
と
夕
霧
を
、
同
等
の
力
を
有
す
る
〈
一
対
〉

と
見
な
し
た
の
で
あ
る
。
従
来
、
『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
、
「
光
源
氏
と
頭

中
将
」
「
夕
霧
と
柏
木
」
が
対
の
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、

同
年
代
で
、
同
時
期
に
政
界
に
あ
る
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
〈
一
対
〉
と
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
氏
は
そ
の
常
識
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
。

源
氏
父
子
を
〈
一
対
〉
と
捉
え
た
と
き
、
『
源
氏
物
語
』
は
我
々
の
前
に

い
か
な
る
相
貌
を
呈
す
る
の
か
。
ま
た
、
我
々
は
こ
の
物
語
の
い
か
な
る
謎

を
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
ー
。
本
書
は
そ
れ
を
探
っ
た
一
冊
で
あ

る。 紹

介

光
源
氏
と
夕
霧

第
I

部
立
論
篇
—
〈
二
附
〉
構
造
論
へ
の
帰
納
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ー

第
一
章
「
夕
霧
〈
不
在
〉
の
論
理
ー
タ
粉
の
機
能
と
物
語
の
公
一
層
〉
構

造
ー
」
／
節
二
章
「
夕
霧
〈
太
政
大
臣
予
言
〉
の
論
理
ー
〈
夕
小
籾
権
力
体

制
〉
の
誤
算
と
物
語
の
〈
二
層
〉
構
造
ー
／
第
三
沢
早
「
「
夜
ご
と
に
十
五

H
づ
つ
」
通
う
夕
霧
ー
浮
舟
の
機
能
と
物
語
の
〈
二
料
〉
構
造
ー
」
／
第

四
章
「
宇
治
十
帖
〈
解
体
〉
と
〈
閉
塞
〉
の
論
理
」

第
II
部
実
証
篇
ー
〈
二
附
〉
構
造
論
へ
の
浙
繹
的
ア
プ
ロ
ー
チ
ー

第
五
章
「
葵
巻
〈
連
鎖
〉
の
論
理
」
／
第
六
章
「
若
菜
〈
上
巻
〉
論
ー
朧

月
夜
の
再
登
場
と
朱
雀
院
の
機
能
ー
」
／
第
七
章
「
明
石
中
宮
論
ー
明
石

中
宮
の
機
能
と
権
力
機
構
と
し
て
の
宇
治
ー
」
／
第
八
章
「
桐
壺
帝
と
左

大
臣
ー
ニ
つ
の
〈
述
背
〉
と
源
氏
物
語
の
権
力
体
制
ー
」

節

rn部
補
論
篇
ー
〈
二
層
〉
構
造
論
を
支
え
る
ITi
心
考
ー

第
九
章
「
光
源
氏
と
絵
合
ー
源
氏
物
語
の
逆
説
的
人
物
造
捌
ー
」
／
第
十

章
「
夕
霧
の
元
服
と
光
源
氏
ー
光
源
氏
と
夕
霧
を
切
り
離
す
カ
ー
」
／
第

十
一
章
「
柏
木
不
在
の
論
理
ー
柏
木
・
弁
少
将
の
機
能
と
夕
霧
・
弁
少
将

の
対
的
の
構
造
ー
」

序
章
・
は
じ
め
に

参
考
の
た
め
に
、
本
湛
の
構
成
を
次
に
紹
介
す
る
。
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右
の
よ
う
に
、
構
成
は
三
部
か
ら
成
る
。
『
源
氏
物
語
』
の
構
造
を
考
察

す
る
た
め
に
三
段
階
の
手
順
が
踏
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

第
1
部
「
立
論
篇
」
は
、
「
帰
納
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
を
試
み
た
四
つ
の
章

で
構
成
さ
れ
る
。
作
中
の
「
具
体
的
事
象
」
と
「
謎
」
の
分
析
を
通
し
て
、

物
語
楠
造
の
定
位
が
は
か
ら
れ
た
。

対
し
て
、
第
II
部
「
実
証
篇
」
に
お
い
て
は
「
演
繹
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が

試
み
ら
れ
た
。
〈
二
層
〉
構
造
論
を
用
い
て
『
源
氏
物
語
』
を
考
察
す
る
こ

と
で
、
作
中
の
様
々
な
「
謎
」
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
が
証
立
て
ら
れ
た
。

第

rn部
「
補
論
篇
」
は
、
「
〈
二
層
〉
構
造
論
を
支
え
る
思
考
」
と
位
骰
付

け
る
べ
き
三
章
か
ら
成
る
。

以
上
、
概
略
と
構
成
を
述
べ
た
。
「
光
源
氏
と
頭
中
将
」
「
夕
霧
と
柏
木
」

を
〈
一
対
〉
と
す
る
従
来
説
を
疑
っ
た
氏
の
考
察
に
は
、
着
目
す
べ
き
も
の

が
あ
る
。
本
書
は
、
こ
れ
を
読
む
者
に
新
し
き
知
見
を
与
え
る
一
冊
で
あ
る
。

（
新
典
社
、
二

0
一
七
年
三
月
、
三
九
七
頁
、
一
、
一
五

0
0
円
＋
税
）

初
出
一
覧
•
お
わ
り
に

（
ご
と
う
・
み
や
こ

本
学
大
学
院
栂
士
前
期
課
程
）
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